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海岸砂丘白砂層の分層
一奄美大島マツノト遺跡における遺物包含状況と堆積学一
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はじめに

琉球列島において、サンゴ礁をのぞむ海岸砂丘は、古来人々の生活の舞台であった。海浜に沿った

道でしばしば出会う砂丘の断面に、水平にみえる幾筋もの帯は、砂の堆積史そのものである。こうし

た断面で注目されるのは、厚さ10～20ｃｍの暗色系の土層（以下暗色砂層）と、その上または下に厚

く堆積した黄褐色の明患い砂層（以下白砂層(1)）である。暗色砂層の層を発掘調査すると、遺物がみ

つかり遺構が顔を出し、ここに古代人の生活のあったことがわかる。しかし、白砂層でこうしたこと

はほとんどない。

暗色砂層は、本土の海岸砂丘ではクロスナ層とも呼ばれる。これは「過去のある時期にそれまで進

行してきた砂丘の発達が停止し、そのた漁に当時の砂丘表面が植生でおおわれて、そこに顕著な腐植

層の形成をみた」ことによると考えられている（井関1983,92頁)。人間は砂丘形成が停滞したこの

時期に、砂丘を使用した（甲元2005)。これに対し、白砂層は飛砂による砂丘の堆積が進行している

時期に堆積した層なので、人間は砂丘を占拠しなかった、と‐般には考えられている。

しかし奄美や沖縄の砂丘で発掘調査をすると、無遺物層とみなされる白砂層に、しばしば人為的な

動物遺体（食料残津）のまとまりが単独でみつかったり（樋泉1998,34～35頁)、土器や貝製品が単

独で出土したりする。白砂層に人間生活の痕跡が全くないわけではない。

2004年のマツノト遺跡（鹿児島県奄美市笠利町所在）調査時、南区断面（写真１）の兼久式期の層

(暗色砂層、Ｉ層）下の、いわゆる白砂層の一定の部位で土器片が相当数みつかった。それで白砂層

内の遺物包含層を特定するために、白砂の壁に線引きをおこなったが、均一に見える大きな面を色や

粒度の相対差によって分けるのは容易でなかった。

以下に述べるのは、わたしたちが行なった白砂層の分層結果と、同じ断面を厳密な堆積学的方法に

よって分層した結果である。これをもとに、砂丘における分層の方法と、白砂層内の文化層の認識に

ついて検討したい。

１．マツノト遺跡における分層とその解釈

（１）白砂層の分層

考古学において「文化層は遺跡における人類の活動の時間的経過を土層の堆積という地質学秩序に

よって示すもの」（鈴木1988,111頁）であり、この文化層を特定するために分層が行なわれる。「層

のちがいを認識する手がかりは、土の色、粒度、鉱物学的な組成、礫の混入度、しまりぐあい、吸湿

性、包含物等為である」（文化庁文化財保護部1966,57頁)。

砂丘で分層する場合、いくつかの手がかりの中でもっともわかりやすいのは、色であり、遺物の有

無である。これに礫の混入度や鉱物学的な組成、しまりぐあいを適宜考慮して層の境目を特定してい

く。砂の粒度については、わかりやすい場合もあるが、専門の訓練をうけていない者にとって、目視

による砂の区別は容易ではない。

マツノト遺跡では表土層【2】とその下の兼久式土器包含層が暗色砂層に相当し、これ以下の層が白
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